東京経済大学陸上競技部メールニュース2016-2(2016.2.23)
箱根感謝会＆卒業生送別会　　2月20日　　立川グランドホテル

 

部長挨拶　陣内部長　　　　　　　　　　　　学生委員長祝辞　田島先生

 

吉村から応援感謝の言葉　　　　　　　　ニューイヤー駅伝に出場した柱欽也（Ｈ22）


出席者全員の集合写真
箱根駅伝出場感謝会兼2015年度卒業生送別会を大学関係者、葵友会関係者、葵体育会関係者、体育会監督・ＯＢ会会長、陸上部父母の会、葵走会から多くの皆様にご出席いただき2月20日（土）、立川グランドホテルで盛大に行われました。
　1部の箱根駅伝感謝会ではご出席者のご祝辞の後、吉村の挨拶に続いてニューイヤー駅伝に出場した柱欽也（Ｈ22年卒）が登壇し支援への感謝を述べてくれました。また、恒例の年間表彰式では最優秀選手賞の吉村匠（4）、優秀選手賞の糟谷翔（3）など今年度活躍した部員10名が表彰されました。
　2部の卒業生送別会では17名の卒業生全員が、就職先も決まり晴れやかな表情で一人一人挨拶をしてくれました。素直な気持ちで信念を持って社会の荒波を生き抜いてくれることを願います。
ご出席いただきました支援者の皆様におかれましては長時間のパーティにもかかわらず最後までお付きあいいただきまして誠にありがとうございました。

＜2015年度葵走会年間表彰者＞
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受賞者　　　　　　　　　最優秀選手賞の吉村とご両親　　　優秀選手賞　糟谷（3）
最優秀選手賞　　吉村　匠（4年）
　箱根駅伝予選会において1時間0分39秒の東経大新記録を樹立し関東学生連合に選出、箱根駅伝では6　区を堂々と走破しました。　　
優秀選手賞　　　糟谷　　翔（2年）　
関東インカレ200ｍで2位入賞を果たした。記録は21秒41

4×100ｍ東経大新記録2走で貢献
最優秀新人賞　　小川　健太（1年）
関東インカレ槍投げで5位入賞を果たした。記録は60ｍ51
敢闘賞　　　　　丹生谷　薫（2年）
関東インカレ三段跳において5位入賞を果たした。記録は14ｍ64
敢闘賞　　　　　佐藤　隆世（4年）
関東インカレ200ｍで5位入賞を果たした。記録は21秒61
4×100ｍ東経大新記録3走で貢献
功労賞　　　　　佐藤　耕太（4年）
関東インカレ走幅跳で5位入賞を果たした。昨年の4位に続いて2年連続の入賞。
4×100ｍ東経大新記録4走で貢献
特別賞　　　　　金井　優介（2年）
関東インカレ4×100ｍで東経大新記録樹立。日本インカレ出場標準突破。4位入賞。
部長賞　　　　　井上　雄一（4年）
5000ｍで東経大新記録樹立。記録は14分23秒59
副部長賞　　　　鈴木　泰志（4年）　
主将としてチームを引っ張り2部総合9位に導いてくれた。マネジメント面でも貢献。
監督賞　　　　　本間　諒（3年）
関東インカレ4×400ｍの1走で8位入賞に導いた。
＜卒業生就職先＞

 

卒業生代表挨拶　鈴木泰志　　　　　　　贈る言葉　　後藤主将
安藤雅紀・・・渡辺パイプ（株）　　　　　　　
井上雄一・・・（株）エイチ・アイ・エス

大蒲　豪・・・ディーゼルジャパン（株）　　　
加藤寛基・・・Tokyoフレッシュ（株）
工藤丈裕・・・野村不動産アーバンネット（株）　 
桜井悠輔・・・内定済み
佐藤耕太・・・（株）ファクトリージャパングループ　　
佐藤隆世・・・（株）ステップ
杉谷大夢・・・JA　なのはな　　　　　　　　　
鈴木泰志・・・（株）一条工務店
中村秀登・・・（株）ドットウェルBMS　　　　
早房大輝・・・警視庁
濱嶋裕貴・・・（株）zoff                      
布施祐汰・・・松村石油（株）
星雄太朗・・・（株）ヤオコー　　　　　　　　  
山田　嶺・・・（株）杏林堂薬局
吉村　匠・・・西川産業（株）
体育会年間表彰式　　　1月9日　　国分寺キャンパスD101
～特別功労賞・吉村匠ほか糟谷（３）、小川（１）が受賞！！

 
 

特別功労賞　吉村匠（4）　　　　　敢闘賞　糟谷翔（3）　　　　　新人賞　小川健太(1)

　 

堺学長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集合写真
1月9日、午後1時から国分寺キャンパスＤ101教室において2015年度体育会年間表彰式が開催され、陸上競技部からは特別功労賞・吉村匠（4）、敢闘賞・糟谷翔（3）、新人賞・小川健太（1）の3名が受賞しました。なお、学長賞（最優秀団体賞）は、全日本大学対抗ソフトテニス選手権大会において男子団体ベスト8、女子団体3位入賞（3年連続）を果たしたソフトテニス部が、父母の会会長賞（最優秀個人賞）には全日本大学選手権大会男子シングルスカル準優勝、全日本選手権大会男子シングルスカル３位と活躍した端艇部・斧澤友寛君（4年）が受賞しました。
【陸上競技部受賞者】
＜特別功労賞＞
陸上競技部　吉村　匠（４年）
第８２回東京箱根間往復駅伝競走大会予選会において、２０㎞1時間00分39秒という東経大新記録を樹立、個人順位も過去最高の４７位となった。その結果、関東学生連合チームに８番目の記録で選出され、本学で初めて箱根駅伝本大会（6区）に出場した。
＜敢闘賞＞
陸上競技部　糟谷　翔（３年）
第９４回関東学生陸上競技対校選手権大会２部２００mにおいて準優勝を果たした。また、同大会４×１００mリレー４位入賞、４×４００ｍリレー８位入賞にもエースとして貢献。その結果、２００mと４×１００mリレーでは、天皇賜盃第８４回日本学生陸上競技対校選手権大会に出場、２００mでは日本学生陸上競技個人選手権大会にも出場した。
＜新人賞＞
陸上競技部　小川　健太（1年）
１年生ながら入部数カ月で自己記録を次々に更新、第９４回関東学生陸上競技対校選手権大会２部やり投げにおいては５位入賞を果たした。

体育会55周年・葵体育会50周年式典　1月30日　100周年記念館

 
 

ご挨拶　堺学長　　　　　　　　感謝状授与者　陣内部長　　　　表彰状授与者　今井中先輩

 
 

　　　特別功労賞　吉村匠（4）　　富塚文太郎元学長・元理事長　　　　　　陸上部表彰者

　1月30日、体育会55周年・葵体育会50周年式典が国分寺キャンパス100周年記念館で盛大に開催されました。式典には堺学長はじめ大学主要教職員、各部の指導者・ＯＢ会役員・学生幹部等700名近い出席者が参集、記念表彰式、体育会年間表彰受賞者紹介などで大いに盛り上がりました。
　その中でも最も注目を浴びたのはやはり吉村匠（4）、後藤葵友会会長のご挨拶のほか、11年前陸上競技部強化に踏み出していただいた富塚文太郎元学長・理事長のご挨拶でも触れられました。また、体育会50周年記念表彰では、体育会会長を務められ体育会改革にご尽力されたた陣内良昭部長に感謝状が贈られ、戦後、陸上競技部の組織を作り上げ、葵走会の発足にも貢献された今井中先輩（昭和30年卒）に表彰状が贈呈されました。感謝状受賞者として陣内部長が、表彰状受賞者最年長者として今井中先輩が、体育会年間表彰式受賞者代表として吉村匠がそれぞれ挨拶をいたしました。
赤羽ハーフマラソンほか結果

 

スタート　　　　　　　　　　　　　　チームトップの池田（3）
赤羽ハーフマラソン
池田  敬生（3）　69'11　自己ベスト
下澤　聖哉（3）　70'05
飯田　勇希（3）　70'58　自己ベスト;
田中　樹来（2）　72'32　自己ベスト
小泉　喬寛（2）　72'45
築達　尚希（1）　72'50　自己ベスト
山城　翔輝（3）　75'44
福田　拓未（2）　76'17
九津見一樹（1）　76'37　自己ベスト

第32回杉戸町新春マラソン大会（3km）
畑山　佳太（2）　9′44″　2位

印西室内棒高跳び記録会 　　2月13日 -  

【棒高跳】
薄井　龍星（2）　 　3m40

＜箱根応援感謝会兼卒業生送別会フォト＞

 

中村嗣郎体育会会長　　　　　　　　　　　　　　新見葵友会副会長
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　谷本葵友会横浜支部長　司会・久恒葵走会事務局　　　　　　　　　　吉村挨拶

 

　　　　　松浦決意表明　　　　　　　　　　　　　　　　　だるま目入れ
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吉村・柱　　　　　　　　だるま
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　　監督賞　本間　　　　　特別賞　金井　　　　敢闘賞　佐藤隆世　　功労賞　佐藤耕太

 
 

　　　　乾杯　ボート部齊藤監督　　　　　　司会　主務　本間　　　成原前陸上部父母の会会長

 

　　　　　　宇留野葵体育会会長　　　　　　　　　　　　　　　上阪監督




 

　　　　　　　鈴木・後藤新旧主将
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